
　　

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
い
い

事
業
だ
が
導
入
当
初
に
比
べ
利
用
者
が

漸
減
し
て
い
る
。

　　

総
合
事
業
移
行
を
前
に
昨
年
度
か
ら

介
護
認
定
さ
れ
て
い
な
い
利
用
者
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
っ
た
。

　　

説
明
な
く
打
ち
切
ら
れ
た
と
の
声
も

聞
く
。
結
果
の
伝
え
方
に
配
慮
を
。

　　

本
人
（
必
要
に
よ
っ
て
は
扶
養
義
務

者
等
）
に
確
実
に
連
絡
が
行
く
よ
う
に

し
た
い
。

　　

利
用
者
が
よ
り
減
る
こ
と
で
事
業
を

継
続
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

　

本
当
に
必
要
な
方
が
あ
れ
ば
利
用
者

が
減
っ
て
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
欠
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
事
業
者
と
協
議
す

る
。

　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
週
末
対

応
で
き
ず
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
依

存
し
て
い
る
。
契
約
の
中
で
土
日
開
設

を
謳
っ
て
い
る
か
。
委
託
料
（
年
間
50

万
円
）
は
３
６
５
日
分
な
ら
１
日
１
千

３
７
０
円
と
な
る
が
適
切
か
。

　　

委
託
契
約
書
に
開
設
日
は
謳
っ
て
い

な
い
。
事
業
所
と
話
を
し
た
い
。

　　
こ
の
よ
う
に
専
門
家
が
常
駐
し
、
人

事
異
動
ロ
ス
も
少
な
い
専
門
的
事
業
者

に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
外
部
委
託
す
べ

し
。
昨
年
来
の
宿
題
で
あ
る
。

　　

介
護
保
険
制
度
の
大
き
な
改
正
等
も

あ
り
、
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。
本
年

度
も
新
制
度
、
新
事
業
を
優
先
し
て
い

て
検
討
し
て
い
な
い
。

　　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
を
「
１
カ
所
で
」
の
み

な
ら
ず
「
１
回
で
」
完
了
で
き
る
よ
う

業
務
設
計
す
べ
し
。
ま
た
、
新
事
業
に

影
響
さ
れ
ず
に
検
討
す
べ
し
。

　　

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　

合
併
後
12
年
目
を
迎
え
、
行
政
の
平

準
化
・
均
衡
あ
る
サ
ー
ビ
ス
に
一
定
の
方

向
性
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
高
い
行
政

経
費
を
下
げ
て
、
低
い
行
政
経
費
を
上

げ
て
平
準
化
を
図
る
べ
き
。

　　

旧
平
戸
市
の
中
南
部
地
区
の
行
政
経

費
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
不
公
平
感
の
解
消
に
向

け
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
よ

う
に
努
力
す
る
。

　　

行
政
改
革
推
進
計
画
等
も
考
慮
し
、

何
ら
か
の
改
善
策
を
協
議
し
て
、
や
る

と
い
う
方
向
で
進
め
た
い
。

　　

中
南
部
出
張
所
は
、
職
員
２
人
で
休

む
間
も
な
い
程
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
途
中

か
ら
１
人
だ
け
増
員
さ
れ
て
何
と
か
業

務
が
で
き
て
い
る
。
こ
ん
な
状
況
が
本
当

に
正
し
い
の
か
、
市
民
が
平
等
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
の
か
再

度
深
く
捉
え
、
今
後
の
改
善
策
は
約
束

し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　　

地
域
住
民
の
不
平
等
感
を
解
消
で
き

る
よ
う
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図

る
よ
う
努
力
す
る
。

　　

常
備
消
防
の
条
例
定
数
は
78
人
で
あ

り
、
現
職
員
数
が
76
人
で
あ
る
。
行
政

か
ら
の
出
向
が
２
人
で
あ
り
、
実
質
的

は
４
人
足
り
な
い
。
消
防
職
は
、
特
殊

な
職
業
で
あ
り
条
例
定
数
を
満
た
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
。

　　

現
場
活
動
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
解
消
に
向
け
、

採
用
へ
の
考
え
方
を
現
実
化
し
、
来
年

度
に
向
け
て
検
討
す
る
。

　　

定
員
適
正
化
計
画
の
基
準
は
。

　　

継
続
的
に
安
定
し
た
行
政
運
営
の
た

め
、
市
政
の
状
況
や
人
口
減
少
に
伴
う

職
員
数
の
削
減
を
勘
案
し
た
。

　

平
成
35
年
度
の
正
規
職
員
は
、
３
６

５
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
在
は
、

枠
外
職
員
（
消
防
・
病
院
）
２
０
９
人
、

臨
時
職
員
（
病
院
除
く
）
２
１
９
人
で

あ
り
、
基
本
的
に
増
や
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　

学
校
統
廃
合
の
必
要
性
と
、
平
戸
市

へ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、学
校
の
統
廃
合
は
、保
護
者
や

地
域
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　　

ご
指
摘
の
交
付
税
や
コ
ス
ト
な
ど
財

政
的
な
と
こ
ろ
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
大
き
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
適

正
規
模
、
適
正
配
置
の
推
進
、
財
政
的

に
合
理
化
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
児

童
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
が
目
的
で

あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
保
育
者
や

地
域
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
、
進
め
る
事
は
で
き
な
い
の
で
、
十

分
に
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　　

観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、産
業
建
設
委

員
会
所
管
事
務
調
査
に
お
い
て
も
、検
討

委
員
会
の
進
捗
状
況
は
報
告
が
あ
っ
て

い
る
が
、現
在
検
討
中
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

用
途
、機
能
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
改
め

て
問
う
。

　　

現
在
の
整
備
検
討
委
員
会
に
お
け
る

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
用
途
、
機
能
に
つ
い

て
は
、
各
委
員
の
提
案
、
機
能
ニ
ー
ズ

の
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
カ
フ

ェ
・
子
ど
も
の
遊
び
場
・
持
ち
込
み
飲

食
・
休
憩
で
き
る
空
間
・
特
産
品
の
販

売
や
会
議
室
な
ど
の
催
し
事
が
で
き
る

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
機
能
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

列
挙
さ
れ
て
い
る
機
能
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
の
整
地
規
模
等
を
踏
ま
え
て

も
、
さ
ら
に
絞
り
込
み
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
委
員
会
に
お
い
て
、
真
に
整
備

す
べ
き
必
要
な
機
能
の
集
約
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　

既
存
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、ま
た
は

新
築
か
、観
光
協
会
の
事
務
所
の
処
遇
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

　

当
然
、
建
築
方
法
に
つ
い
て
は
議
論

を
す
る
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
の
事
務
所
な
ど
の

問
題
も
、
ま
だ
結
論
が
出
て
お
ら
ず
、

今
後
検
討
委
員
会
の
中
で
、
意
見
を
頂

き
な
が
ら
、
市
の
意
見
を
集
約
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
通
行
人
を

巻
き
込
ん
だ
事
故
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
間
違
え
商
店
街
へ
突
っ
込
む

事
故
な
ど
数
多
く
の
事
故
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
す
る
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
る
が
、
自
主
返
納
す
る
事
で
、

買
い
物
な
ど
に
行
け
な
い
高
齢
者
が
た

く
さ
ん
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

支
援
す
る
自
治
体
が
増
え
る
中
、
平
戸

市
の
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
状
況
や

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
場
合
の

支
援
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　　

平
戸
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
交
通
事

故
件
数
は
、
平
成
27
年
が
26
件
、
平
成

28
年
が
28
件
、
平
成
29
年
が
５
月
末
現

在
で
16
件
で
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。
平
成
29
年
度
に
は
残
念
な
が
ら

死
亡
事
故
が
１
件
起
き
た
。
県
内
に
お

い
て
も
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
や
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
も
、
高
齢
者
の
免
許
証
の

自
主
返
納
を
推
進
す
る
支
援
策
を
構
築

す
る
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
支
援
に
要
す
る
財
源
も
必
要

で
あ
る
の
で
、
返
納
後
の
移
動
手
段
を

含
め
て
、
関
係
部
署
と
協
議
を
行
い
検

討
し
た
い
。

　　

農
業
振
興
策
と
し
て
、
新
規
就
農
者

を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
ど
う
育
て
て

い
く
の
か
。

　　

担
い
手
対
策
は
、
各
生
産
部
会
と
連

携
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
作
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取
り

組
む
。

　

ま
た
、
農
業
の
基
礎
知
識
・
栽
培
技

術
の
習
得
に
専
門
的
な
実
践
研
修
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
崎
県
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
基
礎
技
術
研

修
を
２
カ
月
間
行
い
、
農
業
機
械
の
使

い
方
、
病
害
虫
の
防
除
、
農
業
簿
記
な

ど
、
農
業
経
営
を
開
始
す
る
際
に
必
要

な
基
礎
知
識
の
取
得
を
促
す
。

　

実
践
研
修
は
、
市
内
の
優
良
農
家
の

も
と
で
栽
培
管
理
か
ら
農
産
物
の
出
荷

に
至
る
一
連
の
研
修
を
行
う
。
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平成29年６月定例会、10人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成29年６月定例会

●
福
祉
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
）
に
つ
い
て
問
う

●
旧
４
市
町
村
の
行
政
経
費
格
差
是
正

●
定
員
適
正
化
計
画
の
方
向
性
と
定
員
の
基
準
は

●
学
校
統
廃
合
の
必
要
性
は

●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
用
途
や
機
能
に
つ
い
て
問
う

●
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
は

●
農
業
振
興
策
（
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
）


